
「保活」の実態に関する調査の結果

厚生労働省 雇用均等・児童家庭局 保育課

◇ この調査は、「待機児童解消に向けて緊急的に対応する施策につ
いて」（平成28年3月28日）に基づき、平成28年4月11日から5月31日
まで実施した「『保活』の実態に関する調査」です。
※平成28年5月20日に中間的に公表した結果を時点更新した最終版となります。

◇ この調査に先立って行った「『保活』についてのご意見」、「保育制度
全般の改善についてのご意見」の募集結果についても、あわせてご
覧ください。

平成28年7月28日公表
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調査結果の概要

●調査の目的
いわゆる 「保活」 （子どもを認可保育園等に入れるために保護者が行う活動）に
ついて実態を把握し、待機児童の解消や今後の保育の施策の検討に活用する。

●調査実施時期
平成28年4月11日（月）から平成28年5月31日（火）まで

●調査対象
政令指定都市及び平成27年4月1日現在で待機児童が50人以上いる市区町村において、
平成28年4月からの認可保育園等の利用開始に向けて保活を行った保護者の方。

●調査方法
市区町村等を経由して保活を行った保護者の方（保育施設の利用者等）に周知を行い、
厚生労働省ホームページにおいてアンケート調査を実施。

●有効回答数

5,512件［平成28年4月11日（月）（調査開始日）～5月31日（火）の回答数］

２



① 回答者の属性

【都道府県別回答数（上位５都府県）】

○東京都 1,638件（ 29.7 ％） ○大阪府 698件（ 12.7 ％） ○神奈川県 523件（ 9.5 ％） ○福岡県 419件（ 7.6 ％） ○埼玉県397件（ 7.2％）

10代

5人(0.1%)

20代

710人

(12.9%)

30代

3,895人

(70.7%)

40代以上

868人

(15.7%)

無回答

34人(0.6%)

0歳

1,846人

(33.5%)

1歳

2,222人

(40.3%)

2歳

681人(12.4%)

3歳

480人

(8.7%)

4歳

146人(2.6%)

5歳

55人(1.0%)
無回答

82人(1.5%)

３

【回答者の性別】 男性：447名（8.1％）, 女性：5,042名（91.5％）, 無回答：23名（0.4％） （平成28年４月１日時点）

有効回答数（n）＝5,512人

１０代 ……… 5人（ 0.1％）
２０代 ……… 710人（12.9％）
３０代 ……… 3,895人（70.7％）
４０代以上 … 868人（15.7％）
無回答……… 34人（ 0.6％）

０歳 ……… 1,846人 （33.5％）
１歳 ……… 2,222人 （40.3％）
２歳 ……… 681人 （12.4％）
３歳 ……… 480人 （ 8.7％）
４歳 ………   146人 （ 2.6％）
５歳 ……… 55人 （ 1.0％）
無回答……… 82人 （ 1.5％）

共働き ……………… 4,325人 （78.5％）
父親または

母親のみ就労 …… 967人 （17.5％）
ひとり親 …………… 193人 （ 3.5％）
無回答 ……………… 27人 （ 0.5％）

共働き

4,325人(78.5%)

父親または母親

のみ就労

967人(17.5%)

ひとり親

193人(3.5%)
無回答

27人(0.5%)

【回答者の年齢構成】 【保活対象の子どもの年齢】 【回答者の家族の就労状況】



②－１ 「保活」を開始した時期

妊娠前

227人(4.1％)

妊娠中

854人(15.5％)

産前休業・産後休業中

846人(15.3％)

出産後、６か月未満

1,219人(22.1％)

出産後、６か月以降

1,266人(23.0％)

子どもが１歳を超えた頃

1,016人(18.4％)

無回答

84人(1.5％) 妊娠前

227人(4.1％)

妊娠中

854人(15.5％)

産前休業・産後休業中

846人(15.3％)

出産後、６か月未満

1219人(22.1％)

出産後、６か月以降

1266人(23.0％)

子どもが１歳を超えた頃

1016人(18.4％)

無回答

84人(1.5％)

○ 「保活」を開始した時期は、出産後６か月以降とした人が1,266人（23.0％）と最も多く、
次いで、出産後６か月未満の人が1,219人（22.1％）と多い。

○ また、妊娠中・妊娠前に「保活」を開始した人も、それぞれ一定数存在。
（妊娠中854人（15.5％）、妊娠前227人（4.1％））

４

【設問】 「保活」を開始した時期について当てはまる項目をお選びください。（n＝ 5,512人）



②－２ 対象となる子ども・兄弟姉妹の状況

○ 「保活」の対象となった子どもに就学前の兄弟姉妹がいる家庭では、「同じ認可保育園

等を利用している」家庭が920人（全体の16.7％）と最も多い。

同じ認可保育園等

を利用

920人(16.7％)

ともに認可保育園等を

利用しているが、

別々の認可保育園等を利用

213人(3.9％)

どちらかが認可保育園等、

どちらかが

それ以外の施設を利用

244人(4.4％)

どちらとも認可保育園等

以外の施設を利用

82人(1.5％)

就学前の兄弟姉妹はいない

3,577人(64.9％)

その他

99人(1.8％)

無回答

377人(6.8％)

同じ認可保育園等を利用

920人(16.7％)

ともに認可保育園等を利用しているが、

別々の認可保育園等を利用

213人(3.9％)
どちらかが認可保育園等、どちらかが

それ以外の施設を利用

244人(4.4％)
どちらとも認可保育園等以外の施設を利用

82人(1.5％)

就学前の兄弟姉妹はいない

3577人(64.9％)

その他

99人(1.8％)

無回答

377人(6.8％)

５

【設問】 「保活」の対象となった子どもと、その兄弟姉妹の状況について当てはまる項目を
お選びください。（n＝ 5,512人）



③－１ 「保活」の結果（施設の利用状況）

希望どおりの保育施設を利用

3,130人(56.8%)

希望どおりではないが、

認可保育園等を利用

1,417人(25.7%)

希望どおりではないが、認可外の

保育施設を利用

592人(10.7%)

保育施設を利用できなかった

251人(4.6%)

無回答

122人(2.2%)
希望どおりの保育施設を利用

3130人(56.8%)

希望どおりではないが、

認可保育園等を利用

1417人(25.7%)
希望どおりではないが、認可外の

保育施設を利用

592人(10.7%)
保育施設を利用できなかった

251人(4.6%)

無回答

122人(2.2%)

○ 「保活」の結果、希望どおりの保育施設を利用できた人は全体の56.8％（3,130人）。
○ 希望どおりでないが、認可保育園等を利用できた人は25.7％（1,417人）、認可外の保育

施設を利用できた人は10.7％（592人）で、あわせて36.4％（2,009人）。

○ 保育施設等を利用できなかった人は全体の4.6％（251人）。

６

※ 希望どおりの保育施設を利用できた人（3,130人）のうち、3,003人（95.9％）が認可保育園等を利用

【設問】 「保活」の結果について当てはまる項目をお選びください。（n＝ 5,512人）



③－２ 「保活」の結果（利用できた施設の種類）

認可保育園等

4,420人(86.0%)

自治体単独の保育施設

250人(4.9%)

事業所内保育施設（認可外）

104人(2.0%)

その他の認可外保育施設

334人(6.5%)

幼稚園

21人(0.4%) 無回答

10人(0.2%)

認可保育園等

4420人(86.0%)

自治体単独の保育施設

250人(4.9%)

事業所内保育施設（認可外）

104人(2.0%)

その他の認可外保育施設

334人(6.5%)

幼稚園

21人(0.4%)

無回答

10人(0.2%)

○ 「保活」の結果、保育施設を利用することができた人（5,139人）のうち、
86.0％（4,420人）は認可保育園等に入所している。

７

【設問】 利用することができた保育施設などについて当てはまる項目をお選びください。
（n＝ 5,139人*保育施設を利用することができた方）



とても負担に感じた

25.0

46.0

70.4

66.9

負担に感じた

23.3

26.8

19.8

20.7

少し負担に感じた

31.1

21.0

7.9

8.8

負担に感じなかった

20.2

6.0

1.9

2.4

無回答

0.4

0.1

0.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望どおり（3,130人）

希望外・認可保育園等（1,417人）

希望外・認可外（592人）

利用できなかった（251人）

④－１ 「保活」による苦労・負担（苦労・負担の程度）

○ 「保活」の結果別に見ると、希望どおりの保育施設を利用できた人も含め、多くの人が
「保活」に対して苦労・負担を感じている。特に、保育施設を利用できなかった人、希望
以外の保育施設を利用することとなった人は、より多くの苦労・負担を感じている。

８

【設問】 「保活」をして苦労や負担を感じたことについて当てはまる項目をお選びください。
（n＝ 5,512人）

④保活の結果別

(784人) (729人) (973人) (631人) (13人)

(652人) (380人) (298人) (85人) (2人)

(417人) (117人) (47人) (11人) (0人)

(168人) (52人) (22人) (6人) (3人)

※保活結果無回答は、データ割愛。
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苦労・負担をとても感じた（2,088人）

苦労・負担を感じた（1,293人）

苦労・負担を少し感じた（1,353人）

④－２ 「保活」による苦労・負担（苦労・負担の内容）

○ 「保活」で保護者が苦労や負担を感じた点については、全体では「市役所などに何度も
足を運ばなければならなかった」との回答が2,265人と最も多く、「情報の収集方法が
分からなかった」も1,922人と多い。

○ 苦労や負担を感じた度合別に見ると、「とても感じた」保護者では、「市役所などに何度
も足を運ばなければならなかった（1,183人）」、「情報の収集方法が分からなかった
（831人）」、「いったん、認可外保育施設、自治体単独の保育施設などに預ける必要が
あった（815人）」との回答が多い。

（人）

９

【設問】 どのような点に苦労や負担を感じたかについて当てはまる項目をお選びください。
（複数選択可／n＝ 4,734人*「保活」で苦労や負担を感じた方）

（自由回答は、Ｐ10～Ｐ11参照）

⑤保活負担別

1,922

1,163

2,265

1,253

394 203

1,293

667

1,976

※苦労・負担の内容無回答は、データ割愛。

（「その他」の例）

・施設の見学のために遠方まで足を運ぶ
必要があった

・「保活」が長期化した



④－３ 「保活」による苦労・負担（苦労・負担の内容：自由回答）

【自由回答】 「保活」で負担に感じたこと

・ 入園自体が難しいので、保育方針や保育の質で施設を選ぶ余裕がないこと。
・ 保育園の見学予約も先着順で、見学にすらいけない園もあったこと。
・ 実際に園に足を運んで話を聞かないと分からない情報が多く、30か所以上暑い中子どもを連れて見学に

行った。
・ 保育園の見学は平日のみで夫の協力を得づらいこと。

・ 保育園見学や区役所での申し込みのため、産後直後の体力が回復していない時期から、授乳などが必要
な乳幼児を連れて、何度も外出しなければならないこと。

・ 育児に加えて、情報収集や多くの保育園への見学申し込みをしなければならないこと。
・ 首も座っていない子どもを連れての見学は大変だったこと。

・ 子どもが無事に生まれる前から、保育園に入れるか心配して情報収集や見学をしなければならないこと。
・ 保育園見学に大きなお腹で行かなくてはいけなかったこと。

「保育園探し」 に伴う回答

10

➊ 保育との両立

➋ 妊娠中の活動



④－３ 「保活」による苦労・負担（苦労・負担の内容：自由回答）

【自由回答】 「保活」で負担に感じたこと

・ 本当に仕事に復帰できるか分からないという不安があること。
・ 保育園に入れなければ職を失ってしまう不安があること。
・ 仕事をしなければ保育園に入れず、保育園に入れなければ仕事に就けないという状況で板挟みにあうこと。

・ 入園できるか直前まで分からないため、会社と職場復帰に向けての具体的な調整ができず、人員配置等で
迷惑をかけること。

・ 保育園の情報収集や見学などの努力を重ねても、４月に入園できないとどこにも入れない可能性がある
こと。

・ 保育園に入りやすくするために、会社が認めている育児休業期間や自分が希望している育児休業期間を
短縮しなければならないこと。

・ 子どもがいつ生まれても、行政の日程である４月入園を前提に入園や職場復帰を考えなければならない
こと。

・ 早生まれだと保育園に入りにくく、生まれ月によって差があること。

「職場、仕事との関係」 に関する回答

「入園時期」 などに関する回答

11

・ 認可保育園の申請の書類を揃えることが大変で、必要な書類が多すぎること。
・ 少しでも勤務時間や曜日が変わると就労証明を出さなければいけないなど、雇用主にも迷惑がかかった

こと。

「書類の記入や手続き」 などに関する回答



【設問】 「保活」に対する苦労や負担感を減らすために市区町村においてどのような支援が必要
だと思うかについて当てはまる項目をお選びください。（複数選択可／n＝ 5,512人）
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苦労・負担をとても感じた（2,088人）

苦労・負担を感じた（1,293人）

苦労・負担を少し感じた（1,353人）

苦労・負担を感じなかった（737人）

無回答（41人）

④－４ 「保活」による苦労・負担（必要な支援）

○ 「保活」に対する苦労や負担感を減らすために市区町村において必要な支援について
は、全体及び苦労や負担を感じた度合別のいずれも、「保活に関する情報をより多く
提供する」との回答が最も多い。

○ 次いで、「初期の段階から支援をする」、「平日の夜間や土日の対応など、支援の時間
帯・曜日を拡大する」との回答が多い。

（人）

12

（自由回答は、Ｐ13～Ｐ14参照）

⑤保活負担別

3,114

1,776
2,101 2,028

1,112

191

1,847

（「その他」の例）

保育園・保育士の確保



④－５ 「保活」による苦労・負担（必要な支援：自由回答）

・ 保活経験者、地元の人間などが圧倒的にリアルな情報を持っている印象を強く受けたので、せめて自治体
からは詳しい情報やアドバイスをどんな立場の人でも得られる仕組みを作ってほしい。

・ インターネット社会で情報が錯綜（さくそう）する中、きちんと情報収集できるかが肝であり、保活専用サイト
を設置し、自治体発のわかりやすい情報提供が必要。

・ 仕事を持っている身としては、できるだけ自治体に出向く回数は減らしたいので、「保活」に必要な情報に
ついて分かりやすいホームページを作ってほしい。

・ 昨年度のボーダーラインが公表されていれば、自分に合う保育園を選べた。

・ 子どもや家庭の方針に合う保育施設を選ぶために、保育施設の特徴や雰囲気などを把握できるようにして
ほしい。

・ 施設の案内の情報といった保育園に入ってからの情報だけでなく、特に認可外について、申し込み方法と
いった保育園に入る前の情報をもっと提供してほしい。

・ 自治体に、地域外でも付近の認証保育所、認可外保育施設の情報があるとよい。
・ 申請書類作成後に新たに追加になった保育園等は、保活している人全てに行き渡るよう徹底してほしい。

・ 情報発信を一本化し、情報をまとめてほしい。
・ 認可外保育施設の情報も増やすべきだし、認証保育所への申込みなども一本化するべきだと思う。

「より多い保活の情報提供を」 との回答

13

【自由回答】 「保活」の苦労や負担を減らすために市区町村において必要な支援

➊ 自治体職員の対応

➋ 情報提供の多チャネル化

➌ 情報公開

➍ 情報の統一



④－５ 「保活」による苦労・負担（必要な支援：自由回答）
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【自由回答】 「保活」の苦労や負担を減らすために市区町村において必要な支援

「初期段階から支援を」 との回答

・ 保育園の現状について、妊婦や妊娠を希望する人を対象に常に最新の情報（認可保育園は4月が最も入

園の可能性が高いこと、保育所入園までの流れ等）を、講習やチラシの配布、ホームページでの公開等に
より提供してほしい。

・ 申請書類を受け取ってから調べ始め、認可保育園に電話したのでは遅く、間に合わなかった。余裕をもって
見学やリサーチができるよう、初期段階から情報がほしかった。

・ 母子手帳を配布する時点で、わかりやすい情報を提供してほしい。

「認可保育園以外の施設利用等」 についての回答

・ 入園できる園を増やすことはもちろんだが、認可・認可外にこだわらず、親が選んだ園には保育料補助を
出せばいい。

・ 保育施設、一時預かり、ベビーシッターのみで使用可能なバウチャーを家庭に配布するなど、どの家庭も
公平に国や地方自治体からの支援を受けることができるようにしてほしい。

「保育の受け皿の不足」についての回答

・ そもそも保活をしなくても良いように保育施設を増やしてほしい。
・ 保育士の待遇改善を図ることで、人手不足を解消し、提供される保育サービスの利用機会を増やして

ほしい。



⑤－１ 保育施設を利用できなかった場合の対応（利用できなかった理由）

○ 保育施設を利用することができなかった理由として、「申込者数が多く、どこの保育
施設もいっぱいだった（202人）」との回答が特に多い。

○ また、認可保育園等以外は保育の質に不安がある（62人）、保育料が高額（59人）、
場所が希望に合わなかった（46人）との回答も一定数存在。

202
62

59
46

17
10

42
13

0 50 100 150 200 250

申込者が多く、保育施設がどこも一杯

認可外は保育の質に不安

認可外は保育料が高額

場所が希望と合わない

開園・閉園の時間帯が希望に合わない

保育の内容が希望に合わない

その他

無回答

（人）

「その他」の例 ・ 子どもが早生まれであり、月齢が低いため、４月入園の申し込みができなかった。
・ 急な転勤のため、申し込み期日に間に合わなかった。
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【設問】 どのような理由で子どもを預けられなかったかについて、当てはまる項目をお選び
ください。（複数選択可／n＝251人*保育施設を利用することができなかった方）

（降順）



⑤－２ 保育施設を利用できなかった場合の対応

○ 保育施設を利用できなかった場合の対応として、「育休を延長」との回答が
97人（38.6％）と最も多い。

○ また、「一時預かりやベビーシッターなどを利用」（33人/13.1％）、「職場復帰を
あきらめ、育児に専念」（20人/8.0％）との回答も多い。

育休を延長

97人(38.6%)

一時預かりやベビーシッターなどを

利用

33人(13.1%)

職場復帰をあきらめ、育児に専念

20人(8.0%)

祖父母や親戚、知人にお願い

12人(4.8%)

その他

49人(19.5%)

無回答

40人(15.9%)

育休を延長

97人(38.6%)
一時預かりやベビーシッターなどを利用

33人(13.1%)
職場復帰をあきらめ、育児に専念

20人(8.0%)
祖父母や親戚、知人にお願い

12人(4.8%)
その他

49人(19.5%)
無回答

40人(15.9%)
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「その他」の例
・ 自営のため、勤務時間を調整して自宅で面倒を見ている。
・ 幼稚園を利用している。

【設問】 子どもを預けることができない場合、どのように対応したかについて当てはまる項目を
お選びください。（n＝251人*保育施設を利用することができなかった方）



⑥ 認可保育園等への入園の優先順位について感じていること

「公表してほしい」 との回答

・ 同ポイント（かつ同等所得）でも認可園に入所できる家庭と入所できない家庭があり、選考過程が不透明で
ある。

・ 本人のポイントと保育施設に入所するための目安ポイント（前年の入所者のポイント等）が分かるとよい。
・ 前年に何人応募して何人通ったのか、それぞれの保育園の倍率などを公表してほしい。
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【自由回答】 認可保育園等への入園の優先順位について感じていること

「基準をわかりやすくしてほしい」 との回答

・ 区役所の人によって加点が付く・付かないの基準が曖昧で、曖昧なまま保護者に説明するので混乱が
おきている。

・ 祖父母が近所（区内など）に住んでいる（同居ではなく）場合の扱いが分かりにくいため、その旨明記して
ほしい。

・ まず○○点以上ないと選考の対象にならないという現状なら、そう明記してほしい。
・ 自治体によりポイントの内容に差がありすぎる。また、各自治体ともポイントの内容をはじめ、応募要項を

分かりやすくしてほしい。



・ 現在のポイント制には概ね納得しているが、さらに、仕事が忙しい人、時短勤務が取れない人が一時保育
で使える等、認可保育園を柔軟に使えるような方法を模索してほしい。

・ 正社員とパート社員でポイントが違ったりする点がおかしい。働き方が多様化している社会に、制度が
ついていけていない。

・ 学生のポイントが低くなっており、勤務者と同等の時間、学業をしているのなら勤務者と同等のポイントに
すべき。

・ 自宅を職場にしていることがマイナスポイントになることについて、改善を望む。

・ 出産は、働き方によらず女性にとって同じであるという観点から、産休以降の自営業者の育休も認めるべき
であり、就労時間数が少なくても仕事を再開していれば、休業中ではないと認めるべきである。

・ 住民税の納税額による認可保育園の入園決定の仕組みを見直してほしい。税金の貢献度の高い家庭も
入園できるよう枠を残してほしい。

・ 低所得者は働けなくなることが死活問題になるため、収入による優先順位をつけてほしい。
・ 求職中だとポイント数が低いため入所できない。仕事を持っている人の子どもよりも、収入のために働く

必要があり、仕事を探している人の子どもの方が保育の必要性が高いと思う。

⑥ 認可保育園等への入園の優先順位について感じていること

「決め方に疑問・改善してほしい」 との回答
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【自由回答】 認可保育園等への入園の優先順位について感じていること

➊ 仕事・職場関係

➋ 所得関係



・ 生まれ月により入園の有利・不利が生じないようにしてほしい。早生まれの入園枠を別に設ける必要が
ある。

・ 年度途中でも預けたいところに預けられるように整備するべき。

・ 自分の住んでいる地区は、認可外に預けても加点がなく、自分の努力（高い認可外の保育料を払って遠い
保育施設に通わせている点）が反映されない。ポイント制は全国共通条件にできないのか。

・ 申し込みまでに、認可外保育施設に預けて２か月以上経過していないとポイントが加算されない。
・ 認証保育所・認可外保育施設に預けることで加点が得られるのはおかしい。預け先があるのであれば、

認可へ転園する必要はないはず。

・ 兄弟がいる場合、もっと優先してほしい。兄弟が別々の園になると、送迎にかかる時間が無駄。
・ 上の子を幼稚園に預けている場合、二人目を認可保育園に申込みするとき、点数を加点してほしい。

⑥ 認可保育園等への入園の優先順位について感じていること

「決め方に疑問・改善してほしい」 との回答
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【自由回答】 認可保育園等への入園の優先順位について感じていること

➌ 入園時期関係

➍ 認可外等利用での加点について

➎ 兄弟姉妹の加点について



⑦－１ 「保活」についてのご意見

・ 「保活」などという言葉が必要ないように、保育施設の数や質を充実させてほしい。

・ 小規模保育施設からの卒園児の受け皿が不足しているので、きちんと確保してほしい。

・ １，２歳の入れる保育所を増やしてほしい。認可保育園や認証保育所に入れず金銭的負担が大きい。

・ 利用者が多い地域はどうしても競争が生じるが、その理由として、急激なマンションの建設ラッシュなど
の要因がある場合は、保育園や学校などをしっかりと整備してほしい。

・ 保育園の数、保育士の人数の問題もあるので、全員を認可保育園に通わせることは難しいと思う。全員
を認可保育園に入れるのではなく、それ以外の施設に預けている家庭の負担を緩和してほしい。

・ 保育士を確保して、現在の保育園の質を低下させることなく、保育園の数を増やすことを優先してほし
い。

・ 保育園の見学に各々が行くのではなく、市区町村で日程などを決め、申し込みを受け付けるなどしてほ
しい。
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【自由回答】 「保活」についてのご意見



⑦－２ 「保活」についてのご意見（男性からの意見）
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・ HP等を充実させて、保育園の理念、教育等が分かるようにするなど、バーチャルでよいので、施設を見学

できる体制を整えるだけで負担は大きく変わると考える。

・ 保育園の空き状況や年齢別枠、採点基準が実際の申し込みに行くまで分からなかったので、できれば

市役所のホームページで公開してもらえると助かる。

・ 学校と同様に学区で決められた場所に通うことはできないか。希望制のため人気の園には集中し、

結果として不満が大きくなる。

・ 保育園のあるべき姿は以下のようなことかと思う。

① 小中学校のように全員が入学・入園を許可されること。

② 生まれた月によっても条件が異なるので、各自が時期を自由に選べること。

③ 子どもの送り迎えが必要なため、親の職場等を考慮し、多少の園の選択権があること。

・ 今回、十数件保育園を見学したが、男性一人で見学されている方には一度も出会わなかった。男性の

参加が少ないと、企業社会・働き方への理解が深まり難いため、見学会を設定する場合、男性のみの

回を設けるなどして男性の参加の寄与度を高められたらよい。

【自由回答】 「保活」についてのご意見（男性からの意見）


